
今回私たちは「めぐろう」編集員にアンケートを取り、新型コロナウイ
ルス感染症の流行前と流行後の生活の違いから客観的に生活の変化を
調べ、そこからわかったことを記事にしました。

●InstagramやYouTubeをチェックする
  ようになった。
●洋服屋のネットやファッションサイトを
  参考にした。

●マスクにもたくさん種類が増えて、
  ファッションに合うマスクを選べるよう
  になったから。
●マスクが必需品となり、毎日着けるよう
  になったからファッションの一部として
  個性を出すため。

●マスク　●消毒液　●除菌シート　
●ワセリン　●ティッシュ　
●マスクケース　●予備のマスク　
●石鹸

鞄に新しく入れるようになった物がある人は約 8割という結果になりました。
また鞄に新しく入れるようになった物の多くは除菌シートや消毒液などコロナ対策であること
が分かりました。

●お店に行くと感染リスクが増えるので、ネットショッピングを使う
ようになりました。
●洋服からの接触感染を避けるため。
●ストレス発散のために何か買わないと落ち着かないからネットで
服買うようになりました。あと、ソニョナラ※はコスパも最強だ
し、安心して買えるから。
●コロナが流行り始めてから、洋服の試着や人の多いショッピング
モールに行くこと自体が躊躇われるようになってしまったので、
ならばいっそのことネットでと思うようになりました。また、ネッ
トだと実際に目で見て買うことができないので買い慣れたお店の
もののみに留めています。

※ソニョナラ（sonyunara）：10代に人気の韓国ファッション通販サイト。同世代のインフルエンサーが提案するプチプラでお洒落な服がいっぱいあります。

自粛期間中にネットで服を買うようになったり、マスクをファッションの一部として取り入
れたりするなど、新型コロナウイルス感染症対策はしっかり行いつつもお洒落に気を配って
いる人は、思ったよりも少なかったです。

新型コロナウイルス感染症流行前に比べて、マスク、
ジェルタイプのアルコール、ウェットティッシュなど
感染症対策のものを入れるようになりました。

カバンの中身は、コロナ禍と以前で変わった点はジェルタイプのとウェットティッシュタイプ
のアルコール消毒、そしてマスクの予備を汚れない様にジップロックに入れた物を持ち歩く様
になりました。加えてリップは色が落ちにくいティントタイプをポーチに常備しています。

コロナが流行ってからは
ジェルタイプとスプレー
の消毒を持ち歩くように
なりました！


